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生
産
性
の
向
上
な
ど
の
産
業
振
興
に
向

け
た
取
り
組
み
に
加
え
「
活
力
あ
る
小

集
落
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
人
口

密
度
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
長
期

的
な
観
点
に
立
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

具
体
化
す
る
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
10
年
後
の
岩
手

の
将
来
像
と
基
本
政
策
の
方
向
性
を
示

し
た
「
い
わ
て
県
民
計
画
2
0
1
9
～

2
0
2
8
」
は
「
お
互
い
に
幸
福
を
守

り
育
て
る
希
望
郷
い
わ
て
」
を
基
本
目

標
に
掲
げ
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
が

進
行
す
る
中
、
優
れ
た
地
域
資
源
な
ど

を
最
大
限
に
生
か
し
、
東
日
本
大
震
災

津
波
か
ら
の
復
興
と
そ
の
先
の
振
興
も

見
据
え
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
基
盤
強

化
や
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
構
築
を

図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
平

成
時
代
最
後
の
二
月
定
例
県
議
会
。
そ

し
て
５
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
元
号
の

時
代
が
幕
を
開
け
る
。
新
年
度
県
予
算

と
と
も
に
「
幸
福
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

す
る
新
「
い
わ
て
県
民
計
画
」
が
４
月

１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
２
０
１
９

年
を
目
標
実
現
に
向
け
て
の
「
ス
タ
ー

ト
ダ
ッ
シ
ュ
」
の
年
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

９
３
５
５
億
円
余
の
平
成
31
年
度
当
初

予
算
案
や
「
い
わ
て
県
民
計
画
2
0
1
9

～
2
0
2
8
」
案
、
教
育
長
人
事
案
な
ど

議
案
81
件
、
議
員
提
案
の
「
県
産
木
材
等

利
用
促
進
条
例
」
案
を
含
む
13
件
の
発
議
案

な
ど
を
審
議
す
る
２
月
定
例
県
議
会
は
、
２

月
13
日
に
招
集
、
３
月
25
日
の
最
終
本
会
議

で
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
、
41
日
間
に
わ

た
る
会
期
を
閉
じ
た
。
追
加
提
案
さ
れ
た
30

年
度
補
正
予
算
案
な
ど
議
案
35
件
は
２
月
28

日
の
本
会
議
で
先
行
議
決
さ
れ
た
。
平
成
31

年
度
当
初
予
算
は
、
東
日
本
大
震
災
津
波
か

ら
の
復
興
と
同
28
年
台
風
第
10
号
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
最
優
先
で
取
り
組
む
と
と

も
に
、
自
動
車
半
導
体
関
連
産
業
の
集
積

や
県
内
へ
の
就
業
の
促
進
、
農
林
水
産
業
の

平
成
時
代
最
後
の
県
議
会
定
例
会
を
終
え
て

２
０
１
９
年
を
「
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
」
の

                          

年
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

佐々木順一のプロフィール
氏 　 　 名
ふ り が な
生 年 月 日
出 　 　 身
最 終 学 歴

佐々木　順一
ささき　じゅんいち
昭和 27 年１月 29 日（辰年、みずがめ座）
岩手県稗貫郡石鳥谷町新堀
昭和 49 年 東北学院大学法学部

現 在 の
主 な 役 職

岩手県議会議長
岩県議会商工文教常任委員会委員

経 歴

昭和 49 年　自由民主党岩手県支部連合会職員
平成   ５年　衆議院議員 小沢一郎秘書
  〃  　７年　岩手県知事増田寛也政務秘書
  〃  11 年　岩手県議会議員初当選（連続 5 期）
  〃  19 年　民主党岩手県総支部連合会幹事長（連続 4 期）
  〃  24 年　国民の生活が第一岩手県総支部連合会幹事長
  〃  25 年　生活の党岩手県総支部連合会幹事長
  〃  28 年　自由党岩手県総支部連合会幹事長
  〃  29 年　岩手県議会議長

岩手県議会 2月定例会本会議



　

平成31年度の花巻地域等における公共事業を中心とした主な県関係事業
（単位：百万円）

線形不良及び幅員狭小

歩道未整備

地域連携道路整備事業
 ・主要地方道花巻北上線  ・島地区

区
分 事業名 路線等 箇所名 事業概要 H31年度

当初予算額 摘　　　要

道
　
　
　
路

道路環境改善事業

国道 283 号 晴山

(1) 当該路線は、釜石市を起点とし花巻市に至る路線で、本県の横
断軸を形成する路線です。東日本大震災津波復興計画において、復
興支援道路に位置付けており、沿岸南部の復興に重要な路線となっ
ています。
(2) 平成 19 年度の道路防災総点検において、落石の恐れがあり、「対
策が必要」と判断された道路法面の対策を実施し、安全で円滑な交
通を確保するものです。

162 道路防災（落石対策）

国道 456 号 井戸向 40 交通安全（交差点改良）

主要地方道
花巻大曲線 志戸平

(1) 当該路線は、花巻市街地より西和賀町沢内を経由し秋田県境に
至る路線であり、沿線には志戸平・大沢等の温泉地や県立自然公園
があり、観光道路として重要な路線となっています。
(2) 当該事業区間は、湯口小・中学校の児童・生徒の通学や、沿道
を散策する観光客が利用していますが、歩道が未整備であることか
ら、歩行者の安全な通行を確保するため、歩道整備を行うものです。

53 交通安全（交差点改良）

主要地方道
盛岡和賀線

（仮称）
西南道の駅 150 道の駅（休憩施設等）

整備
主要地方道
盛岡和賀線

椚ノ目
～北湯口 63 舗装補修（舗装打換）

主要地方道
北上東和線

道の駅
「とうわ」 30 道の駅

（停電・節電対策）

道路維持修繕
国道 456 号 上浮田 35 切削オーバーレイ
一般県道
石鳥谷大迫線 亀ヶ森 35 切削オーバーレイ

県単橋りょう補修 主要地方道
盛岡大迫東和線 金仏橋ほか 50 橋梁補修

地域連携道路
整備事業

主要地方道
花巻北上線 島

(1) 当該路線は、花巻市の ( 国 )283 号（高木地区）から北上市の
( 国 )107 号（口内地区）とを結ぶ幹線道路です。
(2) 当該事業区間は、線形不良や歩道未整備の隘路区間となってい
ることから、線形改良、歩道整備を実施し、安全で円滑な交通と歩
行者の安全を確保しようとするものです。

258 道路改良

ダム 堰堤改良事業 早池峰ダム 133 設備改良

公園 広域公園整備事業 花巻広域公園 4

(1) 本公園は、花巻市西部に位置しており、花巻市を中心とした近
隣市町村の人々のスポーツ・レクリエーション需要を充足させるこ
とを目的に昭和 49 年４月から整備を開始し、平成 14 年５月に全
面供用された都市公園です。
(2) 本公園は、経年劣化等により施設の損傷が発生していることか
ら、本事業で施設の補修・更新を行うことにより、安全で安心な公
園を利用者に提供しようとするものです。

50 公園施設の補修

住宅 公営住宅建設事業 天下田アパート 5

　県営天下田アパートは、昭和 53 年～昭和 57 年に建設された５
棟 112 戸の団地です。建設後 30 年以上経過しており、設備・構
造などの老朽化、陳腐化が顕著となっています。
　このため、既存設備等の機能更新及び長寿命化改善を行う必要が
あります。
　また、高齢者対応（段差の解消、手すりの設置等）についても、
改善を行う事業です。
　本事業の対象は、１～５号棟の５棟及び附帯施設等です。

138 県営住宅の改善



平成31年度の花巻地域等における公共事業を中心とした主な県関係事業
（単位：百万円）

【解決すべき課題】
・利用区域内の森林面積は、人工林が 49% を占めており、県平均（42.7%）
を上回っているものの、林内路網の整備の遅れや間伐などの森林整備の
推進が支障となっている。

【林道整備によって得られる効果】
・林内路網の幹線となる林道の整備により、木材生産の低コスト化や森林
整備の効率化を図ることで、間伐材等の木材生産量の増加や水源の涵養、
県土の保全など、森林の多面的機能の持続的効果の発揮が期待される。

林道整備事業  ・大迫町漆山地区

土地改良事業調査
（県営・県単）

林道整備後（イメージ写真）

林道整備効果（木材生産コストの低減）（イメージ写真）

林道計画路線沿いの森林整備計画地の状況

地域名 事業名 施設等
箇所名 事業概要

予算額 総事
業費 事業期間H30

補正
Ｈ31
当初

花巻市 土地改良事業調査
（県営・県単） 柴沼、太田

県営土地改良事業の実施に向けた事業計画の策定等を行うもの

5

石鳥谷町 土地改良事業調査
（県営・県単） 大興寺 1

東和町 土地改良事業調査
（県営・県単） 砂子 1

花巻市 土地改良事業調査
（国庫補助）

太田、鍋割、
田沢 63

石鳥谷町 土地改良事業調査
（国庫補助）

大興寺、
大瀬川 63

東和町 土地改良事業調査
（国庫補助）

砂子、小山田、
石鳩岡 14

花巻市 土地改良事業調査
（県営・県単） 豊沢川 県有水利権の円滑な更新を図るための基礎調査を行うもの 6

花巻市 かんがい排水事業 大曲
農業用水の安定的な確保・農地及び住居への溢水被害等の防止、水利用・水管
理の効率化・省力化を図るため、ダム、頭首工、用排水機場、用排水路等の基幹
的農業水利施設の整備（新設・更新等）を実施

45 510 H23～H31

花巻市 経営体育成
基盤整備事業

外台、天下田、
万丁目、大沢、
小瀬川

強い農業の実現に向けた営農の効率化と低コスト生産、担い手の確保・育成を
図るため、農地中間管理機構と連携しつつ、水田の大区画化や排水改良などの
生産基盤の整備と担い手への農地利用集積を一体的に推進

190 119 3,208 H24～H34

花巻市 土地改良施設維持管理
適正化事業費補助 豊沢川

土地改良施設の診断・管理指導の結果、整備・補修が必要と認められた施設に
ついて、適正化実施計画に基づき整備・補修を実施

0 8

石鳥谷町 土地改良施設維持管理
適正化事業費補助 石鳥谷東部 0 1

花巻市 国営造成施設管理
体制整備促進事業

豊沢川、
猿ヶ石北部

土地改良区が管理している事業対象施設の管理費に対し、国で定めた多面的
機能に該当する経費を支援 0 48

花巻市 小水力等再生可能
エネルギー導入推進事業 豊沢川 農村地域に賦存する再生可能エネルギーの有効活用により、土地改良施設の

維持管理費の軽減等を図るため、農業水利施設に小水力発電設備を導入 0 14 120 H31～H33

大迫町 林道整備事業 漆山 用地測量・立木調査 L=2,400m 0 30 980 H30～H39

大迫町 治山事業 下中居 谷止工　１基 25 25 H31～H31

花巻市 農村地域
防災減災事業費 炭焼沢 地震防災対策等の災害防除を推進する地域に指定されている地域に対し、災

害から農村住民の生命、財産及び生活を守るため、農業用施設や農村防災施設
等のうち整備の優先度が高い施設の整備を実施

0 15 226 H31～H34

東和町 農村地域
防災減災事業費

鏑、東和北、
東和南 142 63 1,290 H27～H32

東和町
経営体育成基盤整備事業

（農地中間管理機構関連
 農地整備事業）

平良木
強い農業の実現に向けた営農の効率化と低コスト生産、担い手の確保・育成を
図るため、農地中間管理機構と連携しつつ、水田の大区画化や排水改良などの
生産基盤の整備と担い手への農地利用集積を一体的に推進

0 5 2,545 H31～H40



岩
手
日
報   

30
．4
．19

岩
手
日
報   

30
．8
．4

岩
手
日
日

  

　
31
．1
．10

表彰式に参加した（左から）乙部琳さん、村田瞳さん、加藤奈生さん
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写真で見る主な活動

（
平
成
30
年
4
月
18
日
、
中
国
雲
南
省
昆
明
市
）

（平成 30年 4月 30日、盛岡市内）（平成 30年 5月 24日、一戸町高森高原）

（平成 30年 6月 10日、福島県南相馬市） （平成 30年 5月 25日、盛岡市内知事公館）

中
国
雲
南
省

　

岩
手
県
事
務
所
開
所
式

2018 オリンピック
・パラリンピック報告会

一戸町、星風の丘高森高原
風力発電所竣工式

第 69 回全国植樹祭 県勢功労者表彰式



（
平
成
30
年
11
月
13
日
、
自
民
党
本
部
）

（平成 31年 2月 11日、盛岡市内）

（平成 30年 11月 29日、遠野市）

（平成 30年 11月 27日、県議会棟）

（平成 30年 7月 4日、花巻温泉・佳松園）

第41回岩手県聴覚障害者福祉大会
（一社）岩手県聴覚障害者協会創立70周年式典

一般国道 340 号立丸峠工区完工式

防災士の資格取得＝心肺蘇生訓練

台湾国際便、タイガーエア台湾・張董事長（CEO）等
の来県に伴う歓迎レセプション

Ｉ
Ｌ
Ｃ
議
連 

達
増
知
事
ら
と
と
に

川
村
議
連
会
長
に
東
北
誘
致
を
要
望



防
災
士
の
資
格
を
取
り
ま
し
た

南
米
三
ヶ
国
訪
問
を
終
え
て

県
で
は
５
年
ご
と
に
南
米

訪
問
を
行
っ
て
い
る
。
今
回

（
平
成
30
年
８
月
18
日
～

29
日
ま
で
の
12
日
間
）
、
県

議
会
を
代
表
し
ブ
ラ
ジ
ル
・

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
パ
ラ
グ
ア

イ
の
３
ヶ
国
を
訪
問
す
る
機

会
を
得
た
が
、
今
年
は
ブ
ラ

ジ
ル
日
本
人
移
民
１
１
０
周

年
、
県
人
が
初
め
て
南
米
に

移
住
し
て
１
０
０
年
、
プ
ラ

ジ
ル
県
人
会
創
立
60
周
年
の

節
目
の
年
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
戦
前
２
６
８
５
人
、
戦
後

８
４
９
人
、
合
計
３
５
３
４

人
の
県
人
が
南
米
に
移
り
住

ん
で
い
る
。

移
住
さ
れ
た
方
々
は
、

気
候
、
風
土
、
言
語
、
習

慣
な
ど
全
く
異
な
る
新
天

地
に
お
い
て
幾
多
の
困
難

を
乗
り
越
え
今
日
の
地
位

を
築
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
こ
こ
に
至
る
道
の

り
は
ま
さ
に
筆
舌
に
尽
く

し
が
た
い
苦
労
の
連
続
で

あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

し
か
し
、
移
住
者
の
方
々

に
接
し
て
改
め
て
感
じ
た

こ
と
は
、
苦
労
と
い
う
も

の
を
み
じ
ん
も
感
じ
さ
せ

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
押
し
な
べ
て
寛
容
で

穏
や
か
な
方
々
ば
か
り
で

あ
っ
た
。

本
物
の
苦
労
を
重
ね
た

人
は
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
、
心
の
深
さ
が
違
う
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

こ
と
を
身
を
も
っ
て
感
じ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
達
観

の
域
に
達
し
た
人
格
者
と

い
っ
て
も
決
し
て
言
い
過

ぎ
で
は
な
い
。

ま
た
、
南
米
と
我
が
国
と

の
外
交
が
良
好
な
関
係
に

あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ

の
背
景
に
は
移
住
者
の
毎

日
の
生
活
を
通
じ
、
少
し

ず
つ
築
か
れ
て
き
た
住
民

と
の
信
頼
関
係
の
蓄
積
が

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ

め
、
冷
静
に
歴
史
を
振
り
返
る
必
要
性
も
感
じ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
当
時
の
ポ
ル

ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
と
は
目
的
も
手
段
も
違
う

こ
と
だ
け
は
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
。
い
わ
ば
日
本

全
国
の
移
住
者
が
こ
の
基

盤
を
つ
く
っ
た
と
い
え
る

の
で
は
な
い
か
。

生
ま
れ
て
初
め
て
の
貴
重

な
体
験
で
あ
っ
た
が
、
今

や
移
住
者
の
活
動
の
中
心

も
一
世
か
ら
二
世
、
三
世

に
世
代
交
代
し
て
い
る
。

　

母
県
（
岩
手
）
と
各
海

外
県
人
会
と
の
交
流
を
こ

れ
か
ら
も
衰
退
す
る
こ
と

な
く
維
持
し
て
い
く
た
め

に
議
会
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
、
ま
た
今
後
何
を

す
べ
き
な
の
か
、
こ
の
こ

と
を
強
く
感
じ
た
南
米
訪

問
で
あ
っ
た
。

　

同
時
に
、
な
ぜ
移
民

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
か
。
戦
前
の
満
州
等

へ
の
開
拓
者
の
移
住
を
含

認証状

防災士証カードウラ オモテ

http://www.sasaki-junichi.jp/

活動内容を、
佐々木順一日記に
書いております。

アクセスして
　    みて下さい。

IWATE PREFECTUAL ASSEMBLY MEMBER

岩手県議会議長


